
　

七
福
神
と
い
う
と
皆
さ
ん
は
何
を
思

い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

文
字
通
り「
福
」
を
も
た
ら
す
神
様

で
、七
福
神
の
中
で
唯
一
日
本
の
神
様
で

あ
る「
恵
比
寿
」は
右
手
に
釣
り
ざ
お
を

持
ち
、左
手
で
鯛
を
抱
え
た
姿
で
、大

漁
・
航
海
安
全
や
商
売
繁
盛
の
神
様
と

し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、本
年
度
寄
贈

い
た
だ
い
た
、自
在
法
師
遼
天
作
の「
恵

比
寿
神
坐
像
」（
写
真
1
）で
す
。遼
天

は
現
宮
城
県
気
仙
沼
の
曹
洞
宗
補
陀
寺

の
僧
で
、木
食
修
行
の
た
め
全
国
を
回
る

中
で
北
海
道
に
も
2
度
訪
れ
、彫
像
を

残
し
た
と
さ
れ
ま
す
。ま
た
、遼
天
作
の

観
音
像
は
松
前
町
で
は
町
指
定
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

恵
比
寿
神
坐
像
の
寄
贈
者
は
厚
田
区

の
津
島
氏
で
、津
島
氏
の
元
に
き
た
経
緯

と
し
て
は
次
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
…
こ
の
恵
比
寿
像
は
松
前
藩
の
海

産
物
商
松
村
幸
右
エ
門
氏
が
所
蔵
し
て

い
た
が
、明
治
30
年
ご
ろ
に
小
樽
の
中
村

岩
次
郎
氏
に
渡
る
。中
村
氏
の
妻
ノ
ブ
が

厚
田
区
の
津
島
慶
太
郎
氏
の
姉
で
あ
っ

た
た
め
、昭
和
29
年
に
中
村
氏
よ
り
譲

り
受
け
た
…
。」〔
「
古
潭
自
治
連
合
会

誌　

ふ
る
さ
と
古
潭
」1
9
9
2（
平
成

４
）年
４
月
５
日
発
行
掲
載「
古
里
と
ひ

と
N
o
．9
」よ
り
〕

　

こ
の
恵
比
寿
像
は
1
9
5
8（
昭
和

33
）年
開
催
の
北
海
道
大
博
覧
会
に

も
出
展
さ
れ
て
お
り
、
各
地
か
ら
研

究
者
ら
が
調
査
に
訪
れ
、石
狩
市
で
も

2
0
1
8（
平
成
30
）年
に
文
化
財
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

像
は
総
高
52
㎝
の
木
像
で
、黒
漆
が
全

面
に
塗
布
さ
れ
て
い
ま
す
。左
手
に
は
鯛

を
抱
え
て
お
り
、右
手
の
釣
り
ざ
お
は
取

り
外
し
も
で
き
ま
す（
表
紙
写
真
、釣
り

ざ
お
が
な
い
姿
）。背
面
に
は「
禅
沙
門

／
自
在
法
師
／
遼
天
作
」（
写
真
2
）と

刻
ま
れ
、こ
の
像
が
自
在
法
師
遼
天
の
作

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

大
変
貴
重
な
恵
比
寿
像
は
10
日
㈬
〜

3
月
31
日
㈰
ま
で
開
催
の「
資
料
館
の
お

宝
2
0
2
4
」に
て
公
開
し
ま
す
。

（
坂
本
恵
衣
）

■文化財課 いしかり砂丘の風資料館☎62・3711 ※火曜休館問

※
坐
像
：
座
っ
て
い
る
姿
の
像

※
木
食
：
木
の
実
や
草
の
み
を
食
べ
て

　
　
　
　

修
行
す
る
こ
と

坂本恵衣  Kei Sakamoto
専門は文化人類学。地域信仰につい
て調べるとともに、石狩の人々の生活
の中で宗教がどのように考えられてい
たのか、歴史的変遷などを研究する。
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写真1 全体像写真1 全体像写真1 全体像 写真2 背面の彫り部分写真2 背面の彫り部分写真2 背面の彫り部分

いしかり
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た
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も
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じ
き

ほ　

だ　

じ

※

厚田 津島家の
恵比寿様

え び す
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